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変わるOA

変わらないOA

岡山大学附属図書館

大園 隼彦

本日の内容

• 変わるOA

OAのツールは日々進化

• 変わらないOA

OAのベースは変わらない
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まずは代表的な用語を確認

• オープンアクセス（OA）

雑誌論文をインターネット上において無料で利用することができ，

全ての利用者に，閲覧，ダウンロード，コピー，配布，印刷，検索，

全文へのリンク，索引化のためのクロール，ソフトウェアへの取り込

み，その他合法的な目的での利用を（中略）財政的，法的，技術的な

障壁なしに許可すること。

（2002, BOAI : Budapest Open Access Initiative）

オープンアクセスハンドブック http://hdl.handle.net/2261/72694

まずは代表的な用語を確認

• グリーンOA

セルフ・アーカイブ（著者自身がウェブサイトなどで自著論文を公

開すること）によるオープンアクセス

• 機関リポジトリ（Institutional Repository）

大学などの学術機関によって設置される，設置機関の構成員による

研究成果をデジタルな形で収集・保存・公開を行う電子アーカイブ

オープンアクセスハンドブック http://hdl.handle.net/2261/72694

http://hdl.handle.net/2261/72694
http://hdl.handle.net/2261/72694
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まずは代表的な用語を確認

• ゴールドOA

雑誌上で論文を無料公開し，インターネット経由で誰もが無料で読

めるオープンアクセスの状態にすること

• OAジャーナル

掲載論文をウェブ上で無料公開する雑誌。・・・著者が支払う APC 

(論文出版加工料) などで出版コストを賄い，読者は無料で読める仕

組み

オープンアクセスハンドブック http://hdl.handle.net/2261/72694

（かなり）ざっくりとしたOA動向

０．EJの普及 → EJ価格高騰

（Serials crisis）

１．OA運動 → グリーンOA

→ 機関リポジトリ誕生

１.５．紀要・博士論文の電子化

２．OAジャーナルの誕生

→ ゴールドOA

http://hdl.handle.net/2261/72694
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機関リポジトリのコンテンツ

割合
紀要論文

学術雑誌論文

その他

学位論文

博士論文

データベース

研究報告書

一般雑誌記事

テクニカルレポート

会議発表資料

紀要論文
54％

学術雑誌論文
14％

その他
13％

本文有りの登録件数：2,572,165（2021/07時点）

★受入・目録

★ 電子リソース 契約

アクセス

★支援システム

（図書館システム、二次文献DB等）

★各種講習会

利用者

（研究者）

図書館 学術情報

利用

★貸 出

★レファレンス

★ILL

研究成果発表
IR以前
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★受入・目録

★ 電子リソース 契約

アクセス

★支援システム

（図書館システム、二次文献DB等）

★各種講習会

利用者

（研究者）

図書館 学術情報

利用

★貸 出

★レファレンス

★ILL

研究成果発表

★機関リポジトリ

★各種講習会

★デジタルアーカイブ

IR以後

研究者はOAの何がうれしい？

① 機関購読できない雑誌論文にアクセスできる

② 自分の研究成果が多くの人にアクセスされる

③ 多様な研究成果にアクセスしやすくなっているはず

紀要、学位論文も含めてOAコンテンツを探す仕組みが発展
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CiNii Article → 機関リポジトリ

データ連携 - CiNii Articles https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/junii2/dataprovide_ciniia

NII資源タイプが学術雑誌、紀要、会議資料、一般雑誌で

本文ファイルを持つものが連携対象

補足：機関リポジトリのネットワーク

OAI-PMH

PDF

PDF

PDF

メタデータ

各種OAアグリゲーター

機関リポジトリ

https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/junii2/dataprovide_ciniia
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CiNii Books → 機関リポジトリ

CiNii Booksの本文アクセス強化, カレントアウェアネス-E No.321 2017.03.09, https://current.ndl.go.jp/e1894

NCIDまたはISSNで照合

CiNii Research

CiNii ArticlesのCiNii Researchへの統合について https://support.nii.ac.jp/ja/news/cir/20210706

https://support.nii.ac.jp/ja/news/cir/20210706
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もっと便利なツールは？

OA論文検索ツールを実際に利用してみます

OA論文検索ツール

Core Discovery

Unpaywall

Endnote Click

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/30975613/

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/30975613/
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Unpaywall

https://unpaywall.org/

• 世界中の50,000誌以上のジャーナルやOA

リポジトリから合法的にOAコンテンツを収集

• Dimensions、Web of Science、Scopusでも

OA論文の検索に利用

• DOI（CrossRef DOI）をもつOA論文対象

• リポジトリ登録

https://unpaywall.org/sources

https://core.ac.uk/services/discovery

• 論文のオープンアクセス版を発見することで

ペイウォール（購読の壁）を克服

• 10,260機関から212,693,326のOA論文

を提供（2021年８月末）

機関リポジトリ、分野別リポジトリ、

プレプリントサーバ、OAジャーナル等

• DOIがなくても発見可能

• リポジトリ登録（確認）

• https://core.ac.uk/about#how-it-works
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• OA論文と機関購読論文へのワンクリックアクセス

• 出版社Webサイト、二次文献DB、機関リポジトリ、

プレプリントサーバ、unpaywall等からフルテキス

トを取得

• 購読アクセスの確認

https://kopernio.com/for-libraries

変わるOA

① 機関購読できない雑誌論文にアクセスできる

② 研究成果が多くの人にアクセスされる

③ 研究成果にアクセスしやすくなっているはず

OAコンテンツを探す仕組みが発展

CiNii Research、Unpaywall、CORE Discovery、EndNote Click and more

参照：JPCOAR おすすめのOAリソース https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/147

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/147
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変わらないOA

０．EJの普及 → EJ価格高騰

（シリアルズクライシス）

１．OA運動 → グリーンOA

→ 機関リポジトリ

１.５．紀要・博士論文の電子化

２．OAジャーナルの誕生

→ ゴールドOA

① ②③

〇研究者が必要とする（機関リポジトリの）

コンテンツは① or ② or ③？

〇図書館の業務としてどこまで対応するかを

考える必要がある

（または大学からどこまで求められるか）

参 照

• 尾城, 孝一, n.d., オープンアクセスハンドブック: 東京大学附属

図書館, p. 1–61. http://hdl.handle.net/2261/72694

• NII Open Forum 2021

https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/

http://hdl.handle.net/2261/72694
https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/

